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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝達される第１データ電流に対応する画像を表現し、複数のサブピクセルを含む複数の
画素と、
　前記複数の画素に走査信号を伝達する複数の走査線と、
　前記複数の画素に前記第１データ電流を伝達する複数の第１データ線と、
　前記複数の走査線に前記走査信号を出力する走査駆動部と、
　複数の逆多重化回路を含む逆多重化部と、
　複数の第２データ線に第２データ電流を出力するデータ駆動部を含み、
　前記逆多重化回路は、
　サンプル信号に応答して前記第２データ電流をサンプリングし、且つホールド信号に応
答してサンプリングされた第２データ電流に対応する電流を前記第１データ線に伝達する
ことにより、１つの第２データ線を介して伝達される第２データ電流を逆多重化する複数
のサンプル及びホールド回路と、
　プリチャージ信号に応答してプリチャージ電圧を出力する複数のプリチャージスイッチ
と、を含み、
　前記プリチャージスイッチは、前記プリチャージ信号に応答して、前記第２データ線に
印加されるプリチャージ電圧を前記第１データ線に出力することを特徴とする有機電界発
光表示装置。
【請求項２】
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　前記複数のサンプル及びホールド回路は、第１グループサンプル及びホールド回路と第
２グループサンプル及びホールド回路とに分けられ、
　前記第１グループサンプル及びホールド回路が順次第２データ電流をサンプリングする
間に、前記第２グループサンプル及びホールド回路が以前にサンプリングした第２データ
電流に対応する第１データ電流を出力し、
　前記第２グループサンプル及びホールド回路が順次第２データ電流をサンプリングする
間に、前記第１グループサンプル及びホールド回路が以前にサンプリングした第２データ
電流に対応する第１データ電流を出力することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項３】
　前記サンプル及びホールド回路は、
　第１トランジスタと、
　第１端子が前記第１トランジスタのソースに接続され、第２端子が前記第１トランジス
タのゲートに接続されたストレージキャパシタと、
　サンプル信号に応答して前記第２データ線を前記第１トランジスタのドレインに接続さ
せる第１スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記第１トランジスタのソースを高電圧線に接続させる第
２スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記第２データ線を前記ストレージキャパシタの第２端子
に接続させる第３スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記第１データ線を前記第１トランジスタのソースに接続
させる第４スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記第１トランジスタのドレインを低電圧線に接続させる
第５スイッチとを含むことを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記サンプル信号及びホールド信号は周期的な信号であり、１周期はサンプル期間及び
ホールド期間を含み、
　前記第１～第３スイッチがサンプル期間の間にはオン状態になり、ホールド期間の間に
はオフ状態となるように前記サンプル信号が設定され、
　前記第４及び第５スイッチがホールド期間の間にはオン状態となり、サンプル期間の間
にはオフ状態となるように前記ホールド信号が設定されることを特徴とする請求項３に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記逆多重化回路に接続された複数の第１データ線は、互いに異なる色相を発光するサ
ブピクセルに接続されたことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項６】
　前記逆多重化回路に接続された複数の第１データ線は、同一の色相を発光するサブピク
セルに接続されたことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項７】
　前記逆多重化回路に含まれた前記複数のサンプル及びホールド回路がサンプリングする
期間、及び前記サンプリングされた第２データ電流に対応する電流を前記第１データ線に
伝達する期間には、前記逆多重化部のプリチャージスイッチはオフとされ、
　前記サンプリングされた第２データ電流に対応する電流を前記第１データ線に伝達する
期間の以前には、前記逆多重化部のプリチャージスイッチはオンとされることを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　複数の逆多重化回路と、
　前記逆多重化回路にサンプル信号を伝達する複数のサンプル信号線と、
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　前記逆多重化回路にホールド信号を伝達する第１及び第２ホールド信号線と、
　前記逆多重化回路にプリチャージ信号を伝達するプリチャージ信号線を含み、
　前記逆多重化回路は、前記サンプル信号及びホールド信号に応答して、１個の入力デー
タ線を介して伝達される入力データ電流をサンプル及びホールド方式で逆多重化して複数
の出力データ線に伝達すると共に、前記出力データ線に出力データ電流が伝達される前に
、前記入力データ線を介して伝達されるプリチャージ電圧を出力することを特徴とする逆
多重化装置。
【請求項９】
　前記複数の出力データ線に同一のプリチャージ電圧を出力することを特徴とする請求項
８に記載の逆多重化装置。
【請求項１０】
　前記複数の出力データ線の中で、同一の色相を有するサブピクセルグループに接続され
た出力データ線へ同一のプリチャージ電圧を出力することを特徴とする請求項８に記載の
逆多重化装置。
【請求項１１】
　前記逆多重化回路は、
　前記入力データ電流をサンプリングし、サンプリングされた入力データ電流に対応する
出力データ電流を前記出力データ線へ伝達する第１及び第２グループサンプル及びホール
ド回路と、
　前記出力データ線にプリチャージ電圧を出力する複数のプリチャージスイッチとを含む
ことを特徴とする請求項８に記載の逆多重化装置。
【請求項１２】
　前記サンプル及びホールド回路は、
　第１トランジスタと、
　第１端子が前記第１トランジスタのソースに接続され、第２端子が前記第１トランジス
タのゲートに接続されたストレージキャパシタと、
　前記サンプル信号に応答して前記入力データ線を前記第１トランジスタのドレインに接
続させる第１スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記第１トランジスタのソースを高電圧線に接続させる第
２スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記入力データ線を前記ストレージキャパシタの第２端子
に接続させる第３スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記出力データ線を前記第１トランジスタのソースに接続
させる第４スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記第１トランジスタのドレインを低電圧線に接続させる
第５スイッチとを含むことを特徴とする請求項１１に記載の逆多重化装置。
【請求項１３】
　前記サンプル信号及びホールド信号は周期的な信号であり、１周期はサンプル期間及び
ホールド期間を含み、
　前記第１～第３スイッチがサンプル期間の間にはオン状態となり、ホールド期間の間に
はオフ状態となるように前記サンプル信号が設定され、
　前記第４及び第５スイッチがホールド期間の間にはオン状態となり、サンプル期間の間
にはオフ状態となるように前記ホールド信号が設定されることを特徴とする請求項１２に
記載の逆多重化装置。
【請求項１４】
　前記逆多重化回路に含まれた前記複数のサンプル及びホールド回路がサンプリングする
期間、及び前記サンプリングされた入力データ電流に対応する電流を前記出力データ線へ
伝達する期間には、前記逆多重化回路のプリチャージスイッチはオフとされ、前記サンプ
リングされた入力データ電流に対応する電流を前記出力データ線に伝達する期間の前には
、前記逆多重化回路のプリチャージスイッチはオンとされることを特徴とする請求項１１



(4) JP 4295244 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

に記載の逆多重化装置。
【請求項１５】
　複数の逆多重化回路と、
　前記逆多重化回路にサンプル信号を伝達する複数のサンプル信号線と、
　前記逆多重化回路にホールド信号を伝達する第１及び第２ホールド信号線と、
　前記逆多重化回路にプリチャージ信号を伝達するプリチャージ信号線と、
　前記逆多重化回路にプリチャージ電圧を供給するプリチャージ電圧線を含み、
　前記逆多重化回路は、
　入力データ電流をサンプリングし、サンプリングされた入力データ電流に対応する出力
データ電流を出力データ線へ伝達することにより、入力データ線を介して伝達される入力
データ電流を逆多重化する第１及び第２グループのサンプル及びホールド回路と、
　前記出力データ線にプリチャージ電圧を出力する複数のプリチャージスイッチと、を含
み、
　更に、前記サンプル及びホールド回路は、
　第１トランジスタと、
　第１端子が前記第１トランジスタのソースに接続され、第２端子が前記第１トランジス
タのゲートに接続されたストレージキャパシタと、
　前記サンプル信号に応答して前記入力データ線を前記第１トランジスタのドレインに接
続させる第１スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記第１トランジスタのソースを高電圧線に接続させる第
２スイッチと、
　前記サンプル信号に応答して前記入力データ線を前記ストレージキャパシタの第２端子
に接続させる第３スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記出力データ線を前記第１トランジスタのソースに接続
させる第４スイッチと、
　前記ホールド信号に応答して前記第１トランジスタのドレインを低電圧線に接続させる
第５スイッチと、を含み、
　前記サンプル信号及びホールド信号は周期的な信号であり、１周期はサンプル期間及び
ホールド期間を含み、
　前記第１～第３スイッチがサンプル期間の間にはオン状態となり、ホールド期間の間に
はオフ状態となるように前記サンプル信号が設定され、
　前記第４及び第５スイッチがホールド期間の間にはオン状態となり、サンプル期間の間
にはオフ状態となるように前記ホールド信号が設定されることを特徴とする逆多重化装置
。
【請求項１６】
　前記逆多重化回路に含まれた前記複数のサンプル及びホールド回路がサンプリングする
期間、及び前記サンプリングされた入力データ電流に対応する電流を前記出力データ線へ
伝達する期間には、前記逆多重化回路のプリチャージスイッチはオフとされ、前記サンプ
リングされた入力データ電流に対応する電流を前記出力データ線に伝達する期間の前には
、前記逆多重化回路のプリチャージスイッチはオンとされることを特徴とする請求項１５
に記載の逆多重化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及び逆多重化装置に係り、特に、サンプル及びホール
ド回路とプリチャージスイッチ回路からなる逆多重化回路が逆多重化部に含まれる有機電
界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置は、有機物薄膜に陰極と陽極を介して注入された電子と正孔が再
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が発生する現象を用いた表示装置である。このような有機電界発光表示装置は、自身が発
光素子を用いて構成されるので、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ；liquid crystal display)
とは異なり、別途の光源を必要としないという特徴を有している。また、有機電界発光表
示装置を構成する有機電界発光素子の輝度は、有機電界発光素子に流れる電流量によって
制御されるという特徴を備えている。
【０００３】
　有機電界発光表示装置の駆動方式としては、受動マトリックス方式と能動マトリックス
方式がある。受動マトリックス方式は、陽極と陰極を直交するように形成し、ラインを選
択して駆動する方式である。受動マトリックス方式による有機電界発光表示装置は、その
構造が単純なので実現し易いという反面、大画面を実現する際には、多くの電流量を消耗
し、各発光素子の駆動可能時間が減少するという問題点がある。能動マトリックス方式は
、能動素子を用いて発光素子に流れる電流量を制御する方式である。能動素子としては、
薄膜トランジスタ（thin film transistor、以下「ＴＦＴ」という）が主に用いられる。
能動マトリックス方式は上述の受動マトリクス方式と対比するとやや複雑であるが、電流
消費量が少なく、且つ発光時間が長くなるという利点がある。
【０００４】
　以下、図１及び図２を参照して従来における有機電界発光表示装置について説明する。
図１は、従来における能動マトリックス方式のｎ×ｍ有機電界発光表示装置の構成を示す
説明図である。
【０００５】
　図１に示すように、有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示装置パネル１１と、走
査駆動部１２と、データ駆動部１３とを備える。有機電界発光表示装置パネル１１は、ｎ
×ｍ個の画素１４と、横方向に形成されたｎ個の走査線SCAN[1]，SCAN2[2]，・・，SCAN[
n]と、縦方向に形成されたｍ個のデータ線DATA[1]，DATA[2]，・・，DATA[m]と、を有し
ている。
【０００６】
　走査線SCANは、走査信号を画素１４に伝達する。データ線DATAは、データ電圧を画素１
４に伝達する。走査駆動部１２は、走査線SCANに走査信号を出力する。データ駆動部１３
は、データ線DATAにデータ電圧を出力する。
【０００７】
　図２は、図１の有機電界発光表示装置に採用された画素の回路図である。図２に示すよ
うに、有機電界発光表示装置の画素は、有機電界発光素子OLEDと、駆動トランジスタＭＤ
と、キャパシタＣと、スイッチングトランジスタＭＳとを備える。有機電界発光素子OLED
に駆動トランジスタＭＤが接続され、駆動トランジスタＭＤが、有機電界発光素子OLEDへ
発光のための電流を供給する。駆動トランジスタＭＤの電流量は、スイッチングトランジ
スタＭＳを介して加えられるデータ電圧によって制御される。また、キャパシタＣが、駆
動トランジスタＭＤのソース・ゲート間に接続され、データ電圧によって印加された電圧
を一定の期間維持する。
【０００８】
　このような構成により、スイッチングトランジスタＭＳのゲートに加えられる走査信号
にてスイッチングトランジスタＭＳがオンとされると、データ線を介してデータ電圧が駆
動トランジスタＭＤのゲートに加えられる。そして、駆動トランジスタＭＤのゲートに印
加されるデータ電圧に対応して駆動トランジスタＭＤを介して有機電界発光素子OLEDに電
流が流れて発光がなされる。
【０００９】
　この際、有機電界発光素子に流れる電流は、次の（１）式で示すことができる。
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【数１】

【００１０】
　ここで、ＩOLEDは有機電界発光素子OLEDに流れる電流、ＩDは駆動トランジスタＭＤの
ソースからドレイン方向に流れる電流、ＶGSは駆動トランジスタＭＤのゲート・ソース間
電圧、ＶTHは駆動トランジスタＭＤのしきい値電圧、ＶDDは電源電圧、ＶDATAはデータ電
圧、βは利得係数をそれぞれ示す。
【００１１】
　上述した従来例に係る有機電界発光表示装置は、データ駆動部１３が直接ピクセルのデ
ータ線DATAに接続されている。したがって、データ線DATAの数が増加すれば、データ駆動
部１３の複雑度がデータ線DATAの数に比例して増加する。
【００１２】
　また、データ駆動部１３が有機電界発光表示装置パネル１１とは異なる別途のチップで
構成される場合には、データ線DATAの数が増えると、データ駆動部１３のピン数、及びデ
ータ駆動部１３と有機電界発光表示装置パネル１１とを接続する際に用いる配線の数が増
加してしまう。その結果、コストアップを招き、且つ多くの設置スペースを要するという
問題点があった。
【００１３】
　また、電流駆動方式は、画素に入力されるデータによって電圧書き込み方式と、電流書
き込み方式の２つに区分される。このうち、電流書き込み方式の画素回路は、画素回路に
電流を供給する電流源がパネル全体にわたって均一であるとすれば、各画素内の駆動トラ
ンジスタが不均一な電圧－電流特性を有する場合であっても、均一なディスプレイ特性を
得ることができるという利点がある。
【００１４】
　ところが、画素の入力データ信号が電流である電流書き込み方式の画素回路では、デー
タ書き込み時間は、以前の画素ラインのデータ電流によりデータ線DATAの寄生キャパシタ
ンスに充電されている電圧状態に影響される。これにより、特に低諧調でデータ書き込み
速度が遅くなるという問題点があった。
【特許文献１】韓国特許公開第２０００－００７４５５１号
【特許文献２】韓国特許公開第１９９６－７０００４９４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものであり、その目的は、データ駆
動部と有機電界発光表示装置パネルとの間に位置し、サンプル及びホールド回路とプリチ
ャージスイッチ回路からなる逆多重化回路が逆多重化部に含まれる有機電界発光表示装置
及びこれに用いられる逆多重化装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記目的を達成するための技術手段として、本発明の第１の側面は、伝達される第１デ
ータ電流に対応する画像を表現し、複数のサブピクセルを含む複数の画素と、前記複数の
画素に走査信号を伝達する複数の走査線、前記複数の画素に前記第１データ電流を伝達す
る複数の第１データ線、前記複数の走査線に前記走査信号を出力する走査駆動部、複数の
逆多重化回路を含む逆多重化部、及び複数の第２データ線に第２データ電流を出力するデ
ータ駆動部を含み、前記逆多重化回路は、サンプル信号に応答して前記第２データ電流を
サンプリングし、且つホールド信号に応答してサンプリングされた第２データ電流に対応
する電流を前記第１データ線に伝達することにより、１つの第２データ線を介して伝達さ
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れる第２データ電流を逆多重化する複数のサンプル及びホールド回路と、プリチャージ信
号に応答してプリチャージ電圧を出力する複数のプリチャージスイッチと、を含み、前記
プリチャージスイッチは、前記プリチャージ信号に応答して、前記第２データ線に印加さ
れるプリチャージ電圧を前記第１データ線に出力する有機電界発光表示装置を提供する。
【００１７】
　本発明の第２側面は、複数の逆多重化回路、前記逆多重化回路にサンプル信号を伝達す
る複数のサンプル信号線、前記逆多重化回路にホールド信号を伝達する第１及び第２ホー
ルド信号線、及び前記逆多重化回路にプリチャージ信号を伝達するプリチャージ信号線を
含み、前記逆多重化回路は、前記サンプル信号及びホールド信号に応答して、１個の入力
データ線を介して伝達される入力データ電流をサンプル及びホールド方式で逆多重化して
複数の出力データ線に伝達し、且つ、前記出力データ線に出力データ電流が伝達される前
に、前記入力データ線を介して伝達されるプリチャージ電圧を印加する逆多重化装置を提
供する。
【００１８】
　本発明の第３の側面は、複数の逆多重化回路、前記逆多重化回路にサンプル信号を伝達
する複数のサンプル信号線、前記逆多重化回路にホールド信号を伝達する第１及び第２ホ
ールド信号線、前記逆多重化回路にプリチャージ信号を伝達するプリチャージ信号線、前
記逆多重化回路にプリチャージ電圧を供給するプリチャージ電圧線を含み、前記逆多重化
回路は、入力データ電流をサンプリングし、サンプリングされた入力データ電流に対応す
る出力データ電流を出力データ線へ伝達することにより、入力データ線を介して伝達され
る入力データ電流を逆多重化する第１及び第２グループのサンプル及びホールド回路と、
前記出力データ線にプリチャージ電圧を出力する複数のプリチャージスイッチと、を含み
、更に、前記サンプル及びホールド回路は、第１トランジスタと、第１端子が前記第１ト
ランジスタのソースに接続され、第２端子が前記第１トランジスタのゲートに接続された
ストレージキャパシタと、前記サンプル信号に応答して前記入力データ線を前記第１トラ
ンジスタのドレインに接続させる第１スイッチと、前記サンプル信号に応答して前記第１
トランジスタのソースを高電圧線に接続させる第２スイッチと、前記サンプル信号に応答
して前記入力データ線を前記ストレージキャパシタの第２端子に接続させる第３スイッチ
と、前記ホールド信号に応答して前記出力データ線を前記第１トランジスタのソースに接
続させる第４スイッチと、前記ホールド信号に応答して前記第１トランジスタのドレイン
を低電圧線に接続させる第５スイッチと、を含み、前記サンプル信号及びホールド信号は
周期的な信号であり、１周期はサンプル期間及びホールド期間を含み、前記第１～第３ス
イッチがサンプル期間の間にはオン状態となり、ホールド期間の間にはオフ状態となるよ
うに前記サンプル信号が設定され、前記第４及び第５スイッチがホールド期間の間にはオ
ン状態となり、サンプル期間の間にはオフ状態となるように前記ホールド信号が設定され
る逆多重化装置を提供する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明による有機電界発光表示装置は、データ駆動部の複雑度を減少させ、データ書き
込みの前にデータ線を適切な値の電圧にプリチャージしてデータ書き込み時間を減少させ
るという効果が得られる。
【００２０】
　また、電流書き込み方式の画素駆動において電圧プリチャージ方式を採用してデータ電
流の大きさを減らすことにより、消費電力を減らすことができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図３～図１２を参照して、本発明の一実施例に係る有機電界発光表示装置につい
て説明する。
【００２２】
　以下では、本発明の概念が最適に適用された有機電界発光表示装置を中心として述べる
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が、本発明の概念はこれに限定されるものではなく、電流書き込み方式の画素回路を含む
全ての表示装置に適用することができる。
【００２３】
　図３は、本発明に係るｎ×ｍ能動マトリックス方式の有機電界発光表示装置の回路図で
ある。
【００２４】
　同図に示すように、有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示装置パネル２１と、走
査駆動部２２と、データ駆動部２３と、逆多重化部２４とを備えている。
【００２５】
　有機電界発光表示装置パネル２１は、ｎ×ｍ個の画素２５と、横方向に形成されたｎ個
の第１走査線SCAN1[1]，SCAN1[2]，・・，SCAN1[n]と、ｎ個の第２走査線SCAN2[1]，SCAN
2[2]，・・，SCAN2[n]と、縦方向に形成された３ｍ個の出力データ線DoutR[1]，DoutG[1]
，DoutB[1]，・・，DoutR[m]，DoutG[m]，DoutB[m]を備えている。
【００２６】
　各画素２５は、所望の色彩を表現することが可能な最小単位であって、３個のサブピク
セル２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂ、すなわち赤色を発光するサブピクセル２６Ｒと、緑色を発
光するサブピクセル２６Ｇと、青色を発光するサブピクセル２６Ｂとを含む。
【００２７】
　第１及び第２走査線SCAN1，SCAN2は、第１及び第２走査信号を各画素２５に伝達する。
赤色、緑色及び青色出力データ線DoutR，DoutG，DoutBは、出力データ電流を赤色、緑色
及び青色サブピクセル２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂに伝達する。サブピクセル２６Ｒ，２６Ｇ
，２６Ｂは電流書き込み方式で動作する。より具体的に説明すると、選択期間にて、出力
データ線DoutR，DoutG，DoutBに流れる電流に対応する電圧をキャパシタ（図示せず）に
記録した後、発光期間にて、前記キャパシタの電圧に対応する電流を有機電界発光素子（
図示せず）に供給する方式で動作する。
【００２８】
　走査駆動部２２は、第１及び第２走査線SCAN1，SCAN2に第１及び第２走査信号を出力す
る。
【００２９】
　データ駆動部２３は、ｋ個の入力データ線Din[1]，Din[2]，・・，Din[k]に入力データ
電流を伝達する。ここで、ｋは１．５ｍ（ｍの１．５倍）の整数を意味する。データ駆動
部２３は、プリチャージ電圧部（図示せず）を含むことができ、この場合、ｋ個の入力デ
ータ線Din[1]，Din[2]，・・，Din[k]にプリチャージ電圧を伝達する。
【００３０】
　逆多重化部２４は、入力データ電流の伝達を受けて逆多重化した出力データ電流とプリ
チャージ電圧を、３ｍ個の出力データ線DoutR[1]，DoutG[1]，DoutB[1]，・・，DoutR[m]
，DoutG[m]，DoutB[m]に伝達する。逆多重化部２４は、ｋ個のサンプル及びホールド方式
の逆多重化回路（図示せず）を持つ。各逆多重化回路は１：２の逆多重化回路なので、１
個の入力データ線Dinを介して伝達された入力データ電流が逆多重化されて２個の出力デ
ータ線に伝達される。出力データ線に出力データ電流が伝達される前に、先にプリチャー
ジ電圧が加えられる。
【００３１】
　図４は、図３に示した有機電界発光表示装置に採用されたサブピクセルの回路図である
。同図に示すように、サブピクセルは、有機電界発光素子OLEDと、サブピクセル回路とを
含む。サブピクセル回路は、駆動トランジスタＭＤと、第１～第３スイッチングトランジ
スタＭＳ１，ＭＳ２，ＭＳ３と、キャパシタＣとを含む。駆動トランジスタＭＤ、及び第
１～第３スイッチングトランジスタＭＳ１，ＭＳ２，ＭＳ３は、それぞれゲート、ソース
及びドレインを有する。キャパシタＣは、第１端子及び第２端子を有する。
【００３２】
　第１スイッチングトランジスタＭＳ１のゲートは、第１走査線SCAN1に接続され、ソー
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スが第１ノードＮ１に接続され、ドレインが出力データ線Doutに接続される。出力データ
線Doutは、図３の赤色、緑色及び青色出力データ線のうちの１つである。第１スイッチン
グトランジスタＭＳ１は、第１走査線SCAN1に加えられる第１走査信号に応答してキャパ
シタＣに電荷を充電する機能を果たす。
【００３３】
　第２スイッチングトランジスタＭＳ２のゲートは、第１走査線SCAN1に接続され、ソー
スが第２ノードＮ２に接続され、ドレインが出力データ線Doutに接続される。第２スイッ
チングトランジスタＭＳ２は、第１走査線SCAN1に印加される第１走査信号に応答して、
出力データ線Doutに流れる出力データ電流ＩDoutを、駆動トランジスタＭＤへ伝達する機
能を果たす。
【００３４】
　第３スイッチングトランジスタＭＳ３のゲートは、第２走査線SCAN2に接続され、ソー
スが第２ノードＮ２に接続され、ドレインが有機電界発光素子に接続される。第３スイッ
チングトランジスタＭＳ３は、第２走査線SCAN2に印加される第２走査信号に応答して、
駆動トランジスタＭＤに流れる電流を有機電界発光素子OLEDに供給する機能を果たす。
【００３５】
　キャパシタＣの第１端子には、電源電圧ＶDDが印加され、キャパシタＣの第２端子は第
１ノードＮ１に接続される。キャパシタＣは、第１及び第２スイッチングトランジスタＭ
Ｓ１，ＭＳ２がオン状態の期間に、駆動トランジスタＭＤに流れる出力データ電流ＩDout
に対応するゲート・ソース間の電圧ＶGSに相当する電荷量を充電し、第１及び第２スイッ
チングトランジスタＭＳ１，ＭＳ２がオフ状態の期間に、前記電圧を保持する機能を果た
す。
【００３６】
　駆動トランジスタＭＤは、ゲートが第１ノードＮ１に接続され、ソースには電源電圧Ｖ
DDが印加され、ドレインが第２ノードＮ２に接続される。駆動トランジスタＭＤは、第３
スイッチングトランジスタＭＳ３がオン状態の期間に、キャパシタの第１端子と第２端子
との間に加えられた電圧に対応する電流を、有機電界発光表示素子OLEDに供給する機能を
果たす。
【００３７】
　図５は、図４に示したサブピクセル回路を駆動する際の、各信号のタイミングチャート
である。図５には、第１及び第２走査信号scan1，scan2が示されている。
【００３８】
　次に、図４及び図５を参照して、サブピクセル回路の動作について説明する。第１走査
信号scan1がロー、第２走査信号scan2がハイの選択期間には、第１及び第２スイッチング
トランジスタＭＳ１，ＭＳ２がオン状態となり、第３スイッチングトランジスタＭＳ３は
オフ状態になる。この期間に、出力データ線Doutに流れる出力データ電流ＩDoutが駆動ト
ランジスタＭＤへ伝達される。以下の（２）式に示すように、駆動トランジスタＭＤのゲ
ートとソース間の電圧ＶGSが決定され、ゲート・ソース間電圧ＶGSに相当する電荷がキャ
パシタＣに充電される。
【数２】

【００３９】
　第１走査信号scan1がハイ、第２走査信号scan2がローの発光期間には、第３スイッチン
グトランジスタＭＳ３がオン状態になり、第１及び第２スイッチングトランジスタＭＳ１
，ＭＳ２はオフ状態になる。選択期間にキャパシタＣに充電された電荷が発光期間にて維
持されるので、選択期間に定められたキャパシタＣの第１端子と第２端子間の電圧、すな
わち駆動トランジスタＭＤのゲート・ソース間電圧が発光期間の間に維持される。駆動ト
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ランジスタＭＤに流れる電流ＩDは、上記の（２）に示したように、ゲート・ソース間電
圧ＶGSによって決定されるので、選択期間に駆動トランジスタに流れる出力データ電流Ｉ
Doutが発光期間にも駆動トラジスタＭＤに流れる。したがって、有機電界発光素子OLEDに
流れる電流ＩOLEDは、以下の（３）式に示す通りとなる。
【００４０】
　ＩOLED＝ＩD＝ＩDout　　・・・（３）
　上記の（３）式に示すように、図４に示したサブピクセルの有機電界発光素子OLEDに流
れる電流ＩOLEDは、出力データ電流ＩDoutと同一であるので、有機電界発光素子OLEDに流
れる電流ＩOLEDは、駆動トランジスタＭＤのしきい値電圧に影響されない。すなわち、前
記のサブピクセル回路を使用すれば、駆動トランジスタＭＤのしきい値電圧に影響されな
い。
【００４１】
　図６は、図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部２４の、第１例を示す回
路図である。図６において、逆多重化部はｋ個の逆多重化回路３１を有する。
【００４２】
　各逆多重化回路３１は、サンプル及びホールド方式の１：２逆多重化回路である。１：
２の逆多重化回路なので、１個の入力データ線Dinを介して伝達された入力データ電流が
逆多重化されて２個の出力データ線へ伝達される。２個の出力データ線は互いに異なる色
相を有するサブピクセルグループ、例えば赤色及び緑色サブピクセルグループ、青色及び
赤色サブピクセルグループ、並びに緑色及び青色サブピクセルグループに接続される。
【００４３】
　具体的に説明すれば、第１赤色出力データ線DoutR[1]及び第１緑色出力データ線DoutG[
1]は一番目の逆多重化回路に接続され、第１青色出力データ線DoutB[1]及び第２赤色出力
データ線DoutR[2]は２番目の逆多重化回路に接続され、第２緑色出力データ線DoutG[2]及
び第２青色出力データ線DoutB[2]は三番目の逆多重化回路に接続される。各出力データ線
に出力データが印加される前に、先にプリチャージ電圧が印加される。
【００４４】
　各逆多重化回路３１は、第１～第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１～Ｓ／Ｈ４と第
１及び第２プリチャージスイッチＳＷ１、ＳＷ２を有する。各逆多重化回路３１には第１
～第４サンプル線Ｓ１～Ｓ４、第１及び第２ホールド線Ｈ１、Ｈ２、及びプリチャージ信
号線ＰＣが接続される。
【００４５】
　ここで、第１サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１は、第１サンプル線Ｓ１に印加される
第１サンプル信号に応答して、入力データ線Dinを介して伝達される電流に対応する電圧
をキャパシタ（図示せず）に記録した後、第１ホールド線Ｈ１に印加される第１ホールド
信号に応答して、前記キャパシタの電圧に対応する電流を出力データ線Doutへ伝達する。
【００４６】
　第２サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ２は、第２サンプル線Ｓ２に印加される第２サン
プル信号に応答して、入力データ線Dinを介して伝達する電流に対応する電圧をキャパシ
タ（図示せず）に記録した後、第１ホールド線Ｈ１に印加される第１ホールド信号に応答
して、前記キャパシタの電圧に対応する電流を出力データ線Doutへ伝達する。
【００４７】
　第３サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ３は、第３サンプル線Ｓ３に印加される第３サン
プル信号に応答して、入力データ線Dinを介して伝達される電流に対応する電圧をキャパ
シタ（図示せず）に記録した後、第２ホールド線Ｈ２に印加される第２ホールド信号に応
答して、前記キャパシタの電圧に対応する電流を出力データ線Doutへ伝達する。
【００４８】
　第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ４は、第４サンプル線Ｓ４に印加される第４サン
プル信号に応答して、入力データ線Dinを介して伝達される電流に対応する電圧をキャパ
シタ（図示せず）に記録した後、第２ホールド線Ｈ２に印加される第２ホールド信号に応
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答して前記キャパシタの電圧に対応する電流を出力データ線Doutへ伝達する。
【００４９】
　第１プリチャージスイッチ回路ＳＷ１は、第１及び第３サンプル及びホールド回路Ｓ／
Ｈ１、Ｓ／Ｈ３の両端に接続され、プリチャージ信号線ＰＣに印加されるプリチャージ信
号に応答して出力データ線Doutへプリチャージ電圧を伝達する。
【００５０】
　第２プリチャージスイッチ回路ＳＷ２は、第２及び第４サンプル及びホールド回路Ｓ／
Ｈ２、Ｓ／Ｈ４の両端に接続され、プリチャージ信号線ＰＣに印加されるプリチャージ信
号に応答して出力データ線Doutへプリチャージ電圧を伝達する。
【００５１】
　このような構成により、図６に示された逆多重化部は、出力データ線Doutにデータ電流
を伝達する前に、プリチャージ電圧を伝達することができるので、出力データ線Doutに接
続された寄生キャパシタの充放電にかかる時間を減少させることができる。したがって、
出力データ線Doutに接続された画素へのデータ書き込みにかかる時間を減少させることが
できる。プリチャージ電圧は一定の電圧値を持つことができ、一例としてブラック諧調に
相応する電圧値を持つことができる。
【００５２】
　図７は、図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第２例を示す回路図で
ある。図７において、逆多重化部はｋ個の逆多重化回路３１を持つ。
【００５３】
　各逆多重化回路３１は、サンプル及びホールド方式の１：２逆多重化回路である。１：
２の逆多重化回路なので、１個の入力データ線Dinを介して伝達された入力データ電流が
逆多重化されて２個の出力データ線へ伝達される。図７に示した逆多重化部は、図６に示
した逆多重化部とは違って、２個の出力データ線は同じ色相を有するサブピクセルグルー
プ、例えば赤色サブピクセルグループDoutR[1]、DoutR[2]、緑色サブピクセルグループDo
utG[1]、DoutG[2]、及び青色サブピクセルグループDoutB[1]、DoutB[2]に接続される。
【００５４】
　具体的に説明すれば、第１赤色出力データ線DoutR[1]及び第２赤色出力データ線DoutR[
2]は一番目の逆多重化回路に接続され、第１緑色出力データ線DoutG[1]及び第２緑色出力
データ線DoutG[2]は２番目の逆多重化回路に接続され、第１青色出力データ線DoutB[1]及
び第２青色出力データ線DoutB[2]は三番目の逆多重化回路に接続される。
【００５５】
　図８は、図６の逆多重化回路の各入出力信号のタイミングチャートである。図８には入
力データdin[1]、第１～第４サンプル信号ｓ１～ｓ４、第１及び第２ホールド信号ｈ１、
ｈ２、プリチャージ信号ｐｃ、赤色及び緑色出力データdoutR[1]、doutG[1]が示されてい
る。図８のタイミングチャートは、図６に示したサンプル及びホールド回路が、ローのサ
ンプル信号に応答して、入力データ線を介して伝達される電流値をサンプリングし、ハイ
のホールド信号に応答して、サンプリングされた電流値に対応する電流を出力データ線へ
伝達する方式で動作することを仮定して作成された信号図である。
【００５６】
　次に、図６及び図８を参照して逆多重化部の動作を説明する。第１サンプル信号ｓ１が
ローの期間に入力データdin[1]の電流値R[1]aをサンプリングして第１サンプル及びホー
ルド回路Ｓ／Ｈ１に保存し、第２サンプル信号ｓ２がローの期間に入力データdin[1]の電
流値G[1]aをサンプリングして第２サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ２に保存する。この
期間にプリチャージ信号ｐｃはハイなので、第１及び第２プリチャージスイッチＳＷ１、
ＳＷ２はオフ状態になる。
【００５７】
　次に、プリチャージ信号ｐｃがローの期間に、第１及び第２プリチャージスイッチ回路
ＳＷ１、ＳＷ２はオン状態になってプリチャージ電圧を出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]
に印加する。この際、赤色及び緑色出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]に同一のプリチャー



(12) JP 4295244 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

ジ電圧Ｖｐが印加される。
【００５８】
　次に、第３サンプル信号ｓ３がローの期間に入力データdin[1]の電流値R[1]bをサンプ
リングして第３サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ３に保存し、第４サンプル信号ｓ４がロ
ーの期間に入力データdin[1]の電流値G[1]bをサンプリングして第４サンプル及びホール
ド回路Ｓ／Ｈ４に保存する。この期間に第１ホールド信号ｈ１はハイなので、第１ホール
ド信号ｈ１の入力される第１及び第２サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１、Ｓ／Ｈ２はサ
ンプリングされた電流値R[1]a、G[1]aに相当する電流を出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]
に供給する。この期間にプリチャージ信号ｐｃはハイなので、第１及び第２プリチャージ
スイッチＳＷ１、ＳＷ２はオフ状態になる。
【００５９】
　次に、プリチャージ信号ｐｃがローの期間に、第１及び第２プリチャージスイッチ回路
ＳＷ１、ＳＷ２はオン状態になってプリチャージ電圧を出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]
に供給する。この際、赤色及び緑色出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]に同一のプリチャー
ジ電圧Ｖｐが印加される。
【００６０】
　次に、第１サンプル信号ｓ１がローの期間に入力データdin[1]の電流値R[1]cをサンプ
リングして第１サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１に保存し、第２サンプル信号ｓ２がロ
ーの期間に入力データdin[1]の電流値G[1]cをサンプリングして第２サンプル及びホール
ド回路Ｓ／Ｈ２に保存する。この期間に第２ホールド信号ｈ２はハイなので、第２ホール
ド信号ｈ２の入力される第３～第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ３、Ｓ／Ｈ４はそれ
ぞれサンプリングされた電流値R[1]b、G[1]bに相当する電流を出力データ線DoutR[1]、Do
utG[1]へ供給する。
【００６１】
　このような方式で動作し、サンプル及びホールド方式の逆多重化回路は、入力データ線
Din[1]を介して入力される入力データを逆多重化して出力データ線DoutR[1]、DoutG[1]へ
伝達し、入力データ線Din[1]を介して入力されるプリチャージ電圧を出力データ線DoutR[
1]、DoutG[1]へ伝達する。そして、一つの画素を成す各赤色、緑色及び青色サブピクセル
に同じプリチャージ電圧が印加される。
【００６２】
　一方、図７に示した逆多重化部では、図８に示したものと同一の信号を印加することに
より、出力データ線に接続された画素の色相と関係なく全ての画素に同じプリチャージ電
圧を印加することができ、赤色サブピクセルグループDoutR[1]、DoutR[2]には赤色サブピ
クセルグループDoutR[1]、DoutR[2]に適したプリチャージ電圧を印加し、緑色サブピクセ
ルグループDoutG[1]、DoutG[2]には緑色サブピクセルグループDoutG[1]、DoutG[2]に適し
たプリチャージ電圧を印加し、青色サブピクセルグループDoutB[1]、DoutB[2]には青色サ
ブピクセルグループDoutB[1]、DoutB[2]に適したプリチャージ電圧を印加することができ
る。
【００６３】
　図９は、図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第３例を示す回路図で
ある。
【００６４】
　図９では、逆多重化部はｋ個の逆多重化回路３１を含む。各逆多重化回路３１は、サン
プル及びホールド方式の１：２逆多重化回路である。１：２の逆多重化回路なので、１個
の入力データ線Dinを介して伝達された入力データ電流が逆多重化されて２個の出力デー
タ線へ伝達される。２個の出力データ線は互いに異なる色相を有するサブピクセルグルー
プ、例えば赤色と緑色サブピクセルグループ、青色と赤色サブピクセルグループ、及び緑
色と青色サブピクセルグループに接続される。具体的に、第１赤色出力データ線DoutR[1]
及び第１緑色出力データ線DoutG[1]は一番目の逆多重化回路に接続され、第１青色出力デ
ータ線DoutB[1]及び第２赤色出力データ線DoutR[2]は２番目の逆多重化回路に接続され、
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第２緑色出力データ線DoutG[2]及び第２青色出力データ線DoutB[2]は三番目の逆多重化回
路に接続される。各出力データ線に出力データが印加される前に、まずプリチャージ電圧
が印加される。
【００６５】
　各逆多重化回路３１は、第１～第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１～Ｓ／Ｈ４と第
１及び第２プリチャージスイッチＳＷ１、ＳＷ２を有する。各逆多重化回路３１には第１
～第４サンプル線Ｓ１～Ｓ４、第１及び第２ホールド線Ｈ１、Ｈ２、赤色、緑色、青色サ
ブピクセル用プリチャージ電圧線ＶＲ、ＶＧ、ＶＢ及びプリチャージ信号線ＰＣが接続さ
れる。
【００６６】
　ここで、第１～第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１の動作は図６のサンプル及びホ
ールド回路の動作と同様なので、説明の便宜上、その詳細な説明は省略する。
【００６７】
　第１プリチャージスイッチ回路ＳＷ１の一端子は、第１及び第３サンプル及びホールド
回路Ｓ／Ｈ１、Ｓ／Ｈ３の出力端に接続され、プリチャージ信号線ＰＣに印加されるプリ
チャージ信号に応答して、サブピクセルに対応するプリチャージ電圧を出力データ線Dout
へ伝達する。例えば、第１プリチャージスイッチ回路ＳＷ１の一端子が、赤色サブピクセ
ルに接続される出力データ線に接続されると、赤色サブピクセル用プリチャージ電圧線Ｖ
Ｒが赤色出力データ線DoutRに接続される。
【００６８】
　第２プリチャージスイッチＳＷ２の一端子は、第２及び第４サンプル及びホールド回路
Ｓ／Ｈ２、Ｓ／Ｈ４の出力端に接続され、プリチャージ信号線ＰＣに印加されるプリチャ
ージ信号に応答して、サブピクセルに対応するプリチャージ電圧を出力データ線Doutへ伝
達する。例えば、第２プリチャージスイッチＳＷ２の一端子が、緑色サブピクセルに接続
される出力データ線に接続されると、緑色サブピクセル用プリチャージ電圧線ＶＧが緑色
出力データ線DoutGに接続される。
【００６９】
　図１０は、図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第４例を示す回路図
である。
【００７０】
　図１０では、逆多重化部はｋ個の逆多重化回路３１を有する。
【００７１】
　各逆多重化回路３１は、サンプル及びホールド方式の１：２逆多重化回路である。１：
２逆多重化回路なので、１個の入力データ線Dinを介して伝達された入力データ電流が逆
多重化されて２個の出力データ線へ伝達される。図１０に示した逆多重化部は、図９に示
した逆多重化部とは違って、２個の出力データ線は同じ色相を有するサブピクセルグルー
プ、例えば赤色サブピクセルグループDoutR[1]、DoutR[2]、緑色サブピクセルグループDo
utG[1]、DoutG[2]、及び青色サブピクセルグループDoutB[1]、DoutB[2]に接続される。具
体的に、第１赤色出力データ線DoutR[1]及び第２赤色出力データ線DoutR[2]は一番目の逆
多重化回路に接続され、第１緑色出力データ線DoutG[1]及び第２緑色出力データ線DoutG[
2]は２番目の逆多重化回路に接続され、第１青色出力データ線DoutB[1]及び第２青色出力
データ線DoutB[2]は３番目の逆多重化回路に接続される。
【００７２】
　このような構成を持つことにより、同一の色相を有する各サブピクセルグループ別に予
め設定された各サブピクセルグループ別プリチャージ電圧を印加することが可能である。
しかし、別の実施例として、各サブピクセル用プリチャージ電圧ＶＲ、ＶＧ、ＶＢを含む
図９および図１０の逆多重化部の構成とは異なり、１個のプリチャージ電圧線のみを用い
ることにより、各サブピクセルの色相に関係なく同じプリチャージ電圧をプリチャージ電
圧線から出力データ線へ伝達することもできる。
【００７３】
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　図１１は図９の逆多重化回路の各入出力信号のタイミングチャートである。図１１には
入力データdin[1]、第１～第４サンプル信号ｓ１～ｓ４、第１及び第２ホールド信号ｈ１
、ｈ２、プリチャージ信号ｐｃ、並びに赤色及び緑色出力データdoutR[1]、doutG[1]が示
されている。
【００７４】
　図９及び図１１を参照して逆多重化部の動作を説明すれば、第１サンプル信号ｓ１がロ
ーの期間に、入力データdin[1]の電流値R[1]aをサンプリングして第１サンプル及びホー
ルド回路Ｓ／Ｈ１に保存し、第２サンプル信号ｓ２がローの期間に、入力データdin[1]の
電流値G[1]aをサンプリングして第２サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ２に保存する。こ
の期間にプリチャージ信号ｐｃはハイなので、第１及び第２プリチャージスイッチＳＷ１
、ＳＷ２はオフ状態になる。
【００７５】
　次に、プリチャージ信号ｐｃがローの期間に、第１及び第２プリチャージスイッチ回路
ＳＷ１、ＳＷはオン状態になって赤色及び緑色プリチャージ電圧ＶＲ、ＶＧを各出力デー
タ線DoutR[1]、DoutG[1]に印加する。この際、赤色出力データ線DoutR[1]に赤色プリチャ
ージ電圧ＶＲが印加され、緑色出力データ線DoutG[1]には緑色プリチャージ電圧ＶＧが印
加される。
【００７６】
　次に、第３サンプル信号ｓ３がローの期間に、入力データdin[1]の電流値R[1]bをサン
プリングして第３サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ３に保存し、第４サンプル信号ｓ４が
ローの期間に、入力データdin[1]の電流値G[1]bをサンプリングして第４サンプル及びホ
ールド回路Ｓ／Ｈ４に保存する。この期間に第１ホールド信号ｈ１はハイなので、第１ホ
ールド信号ｈ１の入力される第１及び第２サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１、Ｓ／Ｈ２
はサンプリングされた電流値R[1]a、G[1]aに相当する電流を出力データ線DoutR[1]、Dout
G[1]へ供給する。この期間にプリチャージ信号ｐｃはハイなので、第１及び第２プリチャ
ージスイッチＳＷ１、ＳＷ２はオフ状態になる。
【００７７】
　次に、プリチャージ信号ｐｃがローの期間に、第１及び第２プリチャージスイッチ回路
ＳＷ１、ＳＷ２はオン状態になって赤色及び緑色プリチャージ電圧ＶＲ、ＶＧを出力デー
タ線DoutR[1]、DoutG[1]へ供給する。この際、赤色及び緑色出力データ線DoutR[1]、Dout
G[1]にサブピクセル別に互いに異なるプリチャージ電圧ＶＲ、ＶＧが印加される。
【００７８】
　次に、第１サンプル信号ｓ１がローの期間に、入力データdin[1]の電流値R[1]cをサン
プリングして第１サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ１に保存し、第２サンプル信号ｓ２が
ローの期間に、入力データdin[1]の電流値G[1]cをサンプリングして第２サンプル及びホ
ールド回路Ｓ／Ｈ２に保存する。この期間に第２ホールド信号ｈ２はハイなので、第２ホ
ールド信号ｈ２の入力される第３～第４サンプル及びホールド回路Ｓ／Ｈ３、Ｓ／Ｈ４は
それぞれサンプリングされた電流値R[1]b、G[1]bに相当する電流を出力データ線DoutR[1]
、DoutR[1]へ供給する。
【００７９】
　このような方式で動作し、各逆多重化部は入力データをサンプリングした後、プリチャ
ージ電圧を出力データ線へ伝達し、その後、サンプリングした入力データをホールディン
グする。サンプリングしたデータをホールディングする期間に他の入力データをサンプリ
ングする。
【００８０】
　上述した逆多重化部の構成及び動作により、一つの画素を成す各赤色、緑色及び青色サ
ブピクセル別に互いに異なるプリチャージ電圧が出力データ線に印加される。
【００８１】
　一方、図１０に示した逆多重化部の構成と、これと同様に、各サブピクセルグループ別
に互いに異なるプリチャージ電圧を伝達する。具体的に説明すれば、赤色サブピクセルグ
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ループDoutR[1]、DoutR[2]、緑色サブピクセルグループDoutG[1]、DoutG[2]、及び青色サ
ブピクセルグループDoutB[1]、DoutB[2]に印加されるプリチャージ電圧が互いに異なる値
を持つ。また、上述したように、本発明による逆多重化部において１個のプリチャージ電
圧線のみが出力データ線に接続されることにより、各サブピクセルの色相に関係なく同じ
プリチャージ電圧をプリチャージ電圧線から出力データ線へ供給することもできる。
【００８２】
　図１２は本発明の実施例に採用されたサンプル及びホールド回路を示す図である。図１
２を参照すれば、サンプル及びホールド回路は、第１～第５スイッチＳＷ１，ＳＷ２，・
・，ＳＷ５、第１トランジスタＭ１及びストレージキャパシタＣholdを含む。
【００８３】
　第１スイッチＳＷ１は、サンプル信号ｓに応答して入力データ線Dinを第１トランジス
タＭ１のドレインに接続させる。第２スイッチＳＷ２はサンプル信号に応答して第１トラ
ンジスタＭ１のソースを高電圧ＶDD線に接続させる。第３スイッチＳＷ３はサンプル信号
ｓに応答して入力データ線DinをストレージキャパシタＣholdの第２端子に接続させる。
第４スイッチＳＷ４はホールド信号ｈに応答して出力データ線Doutを第１トランジスタＭ
１のソースに接続させる。第５スイッチＳＷ５は、ホールド信号ｈに応答して第１トラン
ジスタＭ１のドレインを低電圧ＶSS線に接続させる。ストレージキャパシタＣholdの第１
端子は駆動トランジスタＭ１のソースに接続され、ストレージキャパシタＣholdの第２端
子は駆動トランジスタＭ１のゲートに接続される。
【００８４】
　第１～第３スイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３がオン状態となるようにサンプル信号ｓが
与えられ、第４及び第５スイッチＳＷ４、ＳＷ５がオフ状態となるようにホールド信号ｈ
が与えられるサンプル期間には、高電圧ＶDD線から第１トランジスタＭ１を経由して入力
データ線Dinに電流経路が形成されて入力データ線Dinの入力データ電流ＩDinが第１トラ
ンジスタＭ１へ伝達される。第１トランジスタＭ１に流れる電流に対応する電圧はストレ
ージキャパシタＣholdに蓄積される。
【００８５】
　その後、第１～第３スイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３がオフ状態となるようにサンプリ
ング信号ｓが与えられ、第４及び第５スイッチＳＷ４、ＳＷ５がオン状態となるようにホ
ールド信号ｈが与えられるホールド期間には、出力データ線Doutから第１トランジスタＭ
１を経由して低電圧ＶSS線へ電流経路が形成され、ストレージキャパシタＣholdに蓄積さ
れた電圧に対応する電流、すなわち入力データ電流ＩDinと同一の電流が出力データ線Dou
tへ伝達される。
【００８６】
　このようにサンプル及びホールド回路は、サンプル信号ｓに応答して、入力データ電流
ＩDinに対応する電圧をストレージキャパシタＣholdに保存し、ホールド信号ｈに応答し
て、ストレージキャパシタＣholdに蓄積された電圧に対応する電流を出力データ線Doutに
伝達する。データ駆動部の出力端は電流シンク方式、すなわちデータ駆動部の出力端を介
して外部からデータ駆動部の内部へ電流が流入する方式が好まれる。なぜなら、電流シン
ク方式の出力端を有するデータ駆動部は、出力電流のバラツキを減らすことができ、電源
装置の電圧レベルを低めることができ、低電圧素子を使用することによりチップの面積を
減らすことができるうえ、データ駆動部用チップの価格を安くすることができるためであ
る。したがって、図１２のサンプル及びホールド回路は、電流シンク方式の出力端を有す
るデータ駆動部に適した電流ソース方式の入力端を有する。すなわち、サンプル及びホー
ルド回路の入力端を介して電流が外部へ流れる。
【００８７】
　一方、上述した実施例では、サンプル及びホールド方式の１：２逆多重化回路を有する
逆多重化部を中心として説明した。しかし、逆多重化部の構成は、これに制限されず、１
：３の逆多重化回路、１：４の逆多重化回路などの構成が可能である。
【００８８】
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　また、出力データ線が接続されるサブピクセルは、赤色サブピクセル、緑色サブピクセ
ル、及び青色サブピクセルを含む画素を使用した。ところが、赤色サブピクセル、緑色サ
ブピクセル、青色サブピクセル及び白色サブピクセルを含む画素の使用も可能である。
【００８９】
　本発明の技術思想は、前記好適な実施例によって具体的に述べられたが、これらの実施
例は本発明を説明のためのもので、制限するものではないことに注意すべきである。また
、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、本発明の技術思想の範囲内
で様々な変形が可能であることが理解できるであろう。
【産業上の利用可能性】
【００９０】
　データの書き込み速度を速める上で、極めて有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】従来の技術による能動マトリックス方式のｎ×ｍ有機電界発光表示装置を示す図
である。
【図２】図１の有機電界発光表示装置に採用された画素の回路図である。
【図３】本発明の一実施例によるｎ×ｍ能動マトリックス方式の有機電界発光表示装置の
回路図である。
【図４】図３の有機電界発光表示装置に採用された画素の回路図である。
【図５】図４の画素回路を駆動するためのSCAN信号のタイミングチャートである。
【図６】図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第１例を示す回路図であ
る。
【図７】図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第２例を示す回路図であ
る。
【図８】図６の逆多重化部の各入出力信号のタイミングチャートである。
【図９】図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第３例を示す回路図であ
る。
【図１０】図３の有機電界発光表示装置に採用された逆多重化部の第４例を示す回路図で
ある。
【図１１】図９の逆多重化部の各入出力信号のタイミングチャートである。
【図１２】本発明による逆多重化部に採用されたサンプル及びホールド回路を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００９２】
　２１　　有機電界発光表示装置パネル
　２２　　走査駆動部
　２３　　データ駆動部
　２４　　逆多重化部
　２５　　画素
　２６Ｒ、２６Ｇ、２６Ｂ　　サブピクセル
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